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地域公共交通計画の概要

地域公共交通計画とは

地域公共交通計画を作成するメリット

▽ 前身の地域公共交通網形成計画を含めて、全国で8９３件が作成済⚫地域公共交通計画は、「地域にとって望ましい地域旅客運送サービス
の姿」を明らかにする「マスタープラン」としての役割を果たすもの。

⚫ 「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」及び「地域公共交通
の活性化及び再生の推進に関する基本方針」に基づき、地方公共団体
が地域の移動に関する関係者を集めて活性化再生法に基づく協議会
を開催しつつ、交通事業者や地域の関係者等との協議を重ねること
で作成する。

⚫令和２年度の法改正により、計画の作成が努力義務化されており、令
和５年１１月末までに全国で8９３件の計画が作成されている。

①地域公共交通政策の
「憲法」

・地域公共交通計画は、
「市としてはこのような
考え方で公共交通の提
供を行う」という宣言文
・事業実施の説明や要望
への回答にも、ビジョン
や政策推進の観点から
根拠を示すことが可能

②まちづくりや観光施策
との連携と協働の強化

・計画ではまちづくりや
観光施策等と連携した
公共交通の提供も検討
・他分野との連携は交通
事業の推進だけでなく、
関係分野の事業推進や
重複する事業の統合、効
率化等にもつながる

③関係者間の連携と協
働の強化

・計画策定に向けた協議
を通じて関係者間の連
携・協働が強化
・意見や情報の交換は、
交通関連人材の育成に
もつながり、地域公共交
通全体のスパイラルアッ
プにもつながる

④交通機関同士の役割
分担明確化と連携強化

・計画は単一交通事業者
の運行計画ではなく、効
率的な地域公共交通の
充実化につなげるもの
・計画作成をきっかけに、
地域公共交通全体の連
携強化や役割分担の議
論を促進

⑤地域における公共交
通施策の継続性

・多様な関係者との協議
を経て作成されている
ため、職員の異動があっ
ても政策継続性が担保
・計画にPDCAが位置付
けられているため、モニ
タリングによる問題発見、
早急な対応が可能
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地域公共交通計画の構成

⚫地域公共交通計画は、必要な記載事項については法令に定めがあり、国
土交通省作成の「地域公共交通計画等の作成と運用の手引きについて」
では、ある程度一般的な計画の構成について示されている。

⚫ しかし、その記載内容の濃淡について特段の定めはなく、その時々の状
況や住民ニーズ等に応じて、地域が必要な内容を記載することができる。

⚫ただし、地域公共交通計画に基づき補助メニューを活用する場合には一
定の記載を求められる場合もある。

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 第五条第１～５項

（地域公共交通計画）

第五条 地方公共団体は、基本方針に基づき、国土交通省令で定めるところにより、市町村にあっ
ては単独で又は共同して、都道府県にあっては当該都道府県の区域内の市町村と共同して、当該
市町村の区域内について、地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資する地域公共交
通の活性化及び再生を推進するための計画（以下「地域公共交通計画」という。）を作成するよう
努めなければならない。

２ 地域公共交通計画においては、次に掲げる事項について定めるものとする。

一 地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資する地域公共交通の活性化及び再生の
推進に関する基本的な方針

二 地域公共交通計画の区域

三 地域公共交通計画の目標

四 前号の目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項

五 地域公共交通計画の達成状況の評価に関する事項

六 計画期間

七 前各号に掲げるもののほか、地域公共交通計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認め
る事項

３ 地域公共交通計画においては、前項各号に掲げる事項のほか、次に掲げる事項を定めるよう
努めるものとする。

一 第三十七条の規定による資金の確保に関する事項

二 都市機能の増進に必要な施設の立地の適正化に関する施策との連携に関する事項

三 観光の振興に関する施策との連携に関する事項

四 前三号に掲げるもののほか、地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に際し配慮すべ
き事項

４ 第二項第三号に掲げる事項には、地域旅客運送サービスについての利用者の数及び収支その
他の国土交通省令で定める定量的な目標を定めるよう努めるものとする。

５ 第二項第四号に掲げる事項には、地域公共交通特定事業に関する事項を定めることができる。

▽手引きに示される地域公共交通計画の構成例

★

★

★

★

★

★

★：地域公共交通計画に記載が必要な事項

地域公共交通計画の一般的な構成イメージ
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計画の記載内容イメージ（参考：大阪府内他市町村の事例）

出典：能勢町地域公共交通計画 p.20出典：能勢町地域公共交通計画 p.1

計画の概要 公共交通をとりまく現状

路線バスの利用推移

その他
・計画の位置付け
・計画対象範囲等を記載

その他
・人口分布、施設立地
・公共交通のカバー状況
・市民意識 等を記載

計画策定の背景と目的

計画の対象期間
・目標年次



55出典：河内⻑野市地域公共交通計画 p.45出典：河内⻑野市地域公共交通計画 p.36

公共交通に関する課題 基本方針及び取組の方向性

その他
・上位、関連計画との整合等を記載

公共交通をとりまく
現状に対応した課題

基本方針と取組方向性

計画の記載内容イメージ（参考：大阪府内他市町村の事例）



66出典：池田市地域公共交通計画 p.39出典：池田市地域公共交通計画 p.38

公共交通ネットワークイメージ 施策体系

計画の記載内容イメージ（参考：大阪府内他市町村の事例）

将来の地域公共交通
ネットワークの考え方

基本方針や施策方針
に対応した具体的な
施策一覧（施策体系）



77出典：河内⻑野市地域公共交通計画 p.52出典：河内⻑野市地域公共交通計画 p.48

個別施策の記載イメージ

具体的な
実施内容

具体的な
実施内容

市内の
既存取組

他地域の
事例

計画の記載内容イメージ（参考：大阪府内他市町村の事例）

実施主体・実施時期



88出典：池田市地域公共交通計画 p.48出典：池田市地域公共交通計画 p.46

個別施策の記載イメージ

具体的な
実施内容

他地域の
事例

具体的な
実施内容

計画の記載内容イメージ（参考：大阪府内他市町村の事例）

実施主体・実施時期実施主体・実施時期



99出典：能勢町地域公共交通計画 p.47出典：能勢町地域公共交通計画 p.42

個別施策の記載イメージ

具体的な
実施内容

他地域の
事例

具体的な
実施内容

他地域の
事例

計画の記載内容イメージ（参考：大阪府内他市町村の事例）

事業スケジュール
事業スケジュール実施主体

実施主体
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分科会での意見交換・検討のイメージ

現状と課題/施策方針

日常生活を支え
る交通の確保

基幹交通の確
保・維持（鉄道・
バス）

快適で安全な道
路・交通空間の
確保

住民ひとりひと
りの移動量増加

様々な交通サー
ビスの提供（段
階的な導入・実
証実験）

公共交通の利用
促進

持続可能なサー
ビス提供の再編

広域道路の整備
推進

生活道路の安全
対策

「移動」に付加価
値をもたらす
サービスを提供

渋滞を避ける車が
生活道路を通行し
て危険

生活必需施設が
程よく立地し、市
内の買い物カバー
率が高い

広域道路が慢性
的に渋滞

渋滞により路線バ
スの定時性が確保
できずサービスが
低下

安威川以南は駅
から離れている地
域も多く、自動車
に依存

路線バス利用者が
減少し、確保・維持
が難しい状況 高齢化で、市外移

動より生活圏内に
おける移動割合増
加が想定

健都に関するまち
づくりを推進中

現 状 課 題 方針

施策の具体内容

解決すべき課題に
漏れがないか？

共創の観点から、公共
交通で解決できるまち
の課題はないか？

誰とどう連携し、
どういうステップ・

展開で進めていくか？

まずは何から
取り組んで行くか？

具体的に
何ができるか？

⚫分科会では、計画の具体的な内容（方針・施策等）、施策実施に向けた進め方・体制などについて協議・検討を行う

⚫本会では、分科会の協議結果を踏まえた事務局案に対して、意見交換を実施

課題に対して、どのよ
うな方針で取り組ん
でいけばよいか？


